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1.緒言

喫煙iはま， I呼i呼手吸罫のガシ (悌I詰肺肱i市恥有札、5釘之正ず音支)や

生f括占予宵手計↑E開草丙発症における重要項臼となつている-

今日乱、 1世埜界的に禁棒煙;への動きがi活占発になつている

が‘依然として多くの人がタバコを吸っている.

スポーツ現場における喫煙関係の規制については，

1988年にオリンピ、ソク会場で禁煙になったこ

とがまず挙げられる.煙草のイメージからは真反

対であり，永年にわたり日本の夏の展lVtn詰・健全
な肉体と精神の代名詞として受け取られ"ている高

校野球は. 2003年にようやく甲子屈球場が全

面禁糟となり?スタシドから喫煙する造や灰fillが

また歯際~j ッカ一連盟は 1 986年のメ

キシコ大会にタバコ関連のスポンサー排除を実施

し， 2002年の日韓大会で会場全面禁煙などの

規制が行われたこのように世界中でも煙草(喫

煙行為)の排除さらに禁煙への動きが高まって

いるが，まだまだ咳鰹者が多いのである.

そこで材iJf究では中学生とん学生の意識を比べ

どのような変化があるのかはっきりさせ，介入す

べき指導項目について検言、fすることを目的とした

2. 開 E方法

科iJl1'Eの調査対象は樹炉、恭一ツを習慣とする

中学生と大学生，さらに高い競誌志向を持った

集団が望ましいと考えたため，中学生はフ'"[Jサッ

カークラブ号~.属のジュニアユース 3 1名，大学生

も1部1)-グ'i~日高クラブの 20歳以仁選手:3 1名

とした.

3. 結果と考察

中学t!::は煙車に対する意識は表やグラフからも

く感じられた.どの質問項目に関しても鰹草

(喫煙)に対してポジティブに考えている選手は

少なく，ネガティブな意見回答が多かったa 自

由吉己述でも煙草(喫糟)は良くないという意見が

多かった.大学生に関しでもど、の質問項目に関し

でも煙草(喫弁暫に対してポジ子・ィブに考えてい

る選手は少なく，ネガティブな意見，回答が多か

った.しかしながら，やはり中学生と違って煙草

(喫糟)に対して，良いと;之官、わないts耳目に何も

思わないという意見，回答が多かった，

中学生(詐活動斉ではなくジュニアユース所属

選手〉の方がた学生(競技志向の高い20歳以 1'.

の選手}よりも意識が高いという結果が出たー中

手?生の傾向として，某本的に煙草(喫煙)に対し

て票、いイメージしか無いということがア、/よれー}、

の回答から分かったe

4. まとめ

スポーツの世界から喫精子為を無くしていくに

は，このような意識を改善しなければいけないと

感じた，喫嫡f為は身体に害を及ぼずh:為で:スポ

ーツをするアスリートにとっては車齢打こプラスに

なるような行為では無い.最終的にはスポーツ界

から喫煙行為をする選手がいなくなれば良いと思
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